
第 29 回 世界アルツハイマーデー記念講演会 

主催 ： 公益社団法人 認知症の人と家族の会 担当 ： 東京都支部 

認知症の母とともに暮らしてみて 

～脳科学からみた認知症の理解～ 

講 師：恩蔵 絢子 先生（東京大学大学院総合文化研究科特任研究員） 

   

私の母は２０１５年にアルツハイマー型認知症と診断されました。認知症に関して多くの人は

「自分が自分でなくなってしまうのでは」という恐れをもっています。私はこの８年間脳科学

者として、母という自分に一番親しい人物を毎日生活の中で観察してきました。その中で、そ

の人らしさは変わらないこと、それから認知症になっても残る能力があること、更には強まる

能力まであることに気が付きました。「その人らしさとはなにか」について、また認知症を持

つ人とどのように出会い直せば良いのかをお話しします。 

 

◇ 日 時 ： 2023 年９月16 日（土）午後 1 時 30 分～3 時 30 分（１時開場） 

◇ 会 場 ： 新宿区立四谷区民ホール （〒160-8581 新宿区内藤町 87 番地） 

◇ 受講料 ： 無 料 ◇ 定 員 ： ３９０名 (申し込み不要・先着順) 

◇ 後 援 ： 厚生労働省、新宿区、社会福祉法人全国社会福祉協議会、社会福祉法人中央共同募金会 

（予定）   公益財団法人ＳＯＭＰＯ福祉財団、一般社団法人日本認知症ケア学会（順不同） 

 

プロフィール 脳科学者（学術博士）専門は自意識と感情。 

1979 年生まれ。2002 年上智大学理工学部物理学科卒業後、東京工業大学大

学院総合理工学研究科知能システム科学専攻茂木研究室に入り脳科学・認知科

学を学び始める。2007 年同専攻博士課程修了。 

著書 

『脳科学者の母が、認知症になる』（河出書房新社）、共著に『なぜ、認知症

の人は家に帰りたがるのか』（中央法規出版）、訳書に『顔の科学』（PHP

研究所）、『生きがい』（新潮社）、『ドーパミン中毒』（新潮社）、『脳寿

命を延ばす』（文春新書, 2020）、『アルツハイマー病のことがわかる本』（講

談社, 2020）、『家族のための認知症 Q&A』 (つちや書店, 2017) 

問い合わせ先：東京都支部事務所 

TEL/FAX ０３－５３６７－８８５３ 

火･金  １０：００～１５：００ 

◇認知症ケア専門士単位 2 単位を取

得できます。 

 裏面申込書を FAX するか、裏面の

QR コードを読み取り、申し込んで

ください。締切：8 月 31 日（木） 



　FAXで送信する場合は、矢印の方向に送信してください。

　参加証は、各自に9月１０日までにお送りいたします。

　同時申込者の方の氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。 ↑申込フォームから申し込むこともできます

　　第２９回「世界アルツハイマーデー記念講演会」

　　認知症ケア専門士単位取得講座参加申込書

　講演会終了後、会場で「参加証明書」をお渡しします。

　　〒

同時申込者

トウキョウ　ミヤコ

　東京　都子

フリガナ

フリガナ

フリガナ

＊ご記入いただいた内容は活動の趣旨に沿った目的以外に使用することはありません。

認知症ケア専門士単位取得希望以外の方は申込不要です

例

〒住所・電話番号

〒160-0017

　新宿区左門町２０　　　　　　　　　　　03-5367-8853

FAX  03-5367-8853

申込締切：８月３１日（木）

フリガナ

　氏名（代表者)

※必須

住　　所

※必須

電　　話
電話　　：　　　　　（　　　　　）

※必須

3

〒住所・電話番号

〒

1

〒住所・電話番号

〒

2

〒住所・電話番号

〒


